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 今年度で最終年度となる特別支援教育コーディネーター研修会ですが、４５名の参加がありました。今年度は、過去

２年間に参加していない学校を対象に予定しておりましたが、希望での参加も可としたところ、２０名以上の希望参加

がありました。各校での特別支援教育に対する課題意識の高さと、取組が充実してきていることを感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●完全複式学級のよさを生かして 
  全校児童３１名の小規模校。異学年一体となった活動を工夫し、縦割り班活動も仕組みながら、好ましい人間関係

の育成を図っています。不登校児童「０人」が続いています。校内研究では、間接指導の中でも自ら学びを進める児童

の育成を目標に取り組んでいます。教科リーダーを中心とした学び合いを工夫し、複式のよさを生かしています。 

●意欲を高める家庭学習 
 毎学期、中学校と連携して家庭学習強化週間を２週間設定し取り組んでいます。 

ひとり勉強ノートを展示し、「ＨＫＢ３１」と称した「総選挙」を行い、良いノート 

を表彰しています。子どもたちの意欲を喚起する楽しい取組になっています。 

●アイディア光る、空き教室の活用 
 地域学習の成果を資料として掲示した「本寺ルーム」や、楽しく外国語活動し 

たくなる「イングリッシュルーム」など、空き教室を有効活用しています。 
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◆「校内体制と児童生徒についての情報共有」 
 校内体制づくりにおいて、職員間の役割分担を明確に

すると同時に、児童生徒の情報共有をどのように充実さ

せるかがポイントになります。 

◆「学級経営と授業」 
 支援が必要な児童生徒がいる学級では「お互いを認め

合う雰囲気づくり」と「規律ある集団づくり」がポイン

トになります。 

 また、落ち着いた授業づくりには「座席配置の工夫」、

分かりやすい授業づくりには「自然に視線を集める板書

の工夫」が大切になります。 

◆「個別の教育支援計画」 
 短時間で児童・生徒の実態から支援方法までを簡単に

記入することができ、「個別の指導計画」との違いを示し

た様式例が提案されました。使用された方からは「書き

やすい」と感想をいただきました。 

 

 

 

 

 パソコンを持参してもらい、小学校用と中学校用の２

種類の指導計画作成ソフトを実際に操作しながら演習を

行いました。 

 これらのソフトは、児童生徒のつまずきの特徴を段階

的に絞り込む中で、行動の背景を探り、支援方法を想定

できるように作成したものです。一度操作の仕方を聞く

だけで、誰にでも扱える手軽さのため「すぐに活用して

みたい」という声が、たくさん聞かれました。    

 多くの学校で活用するようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

◆「校内体制」の位置づけと全体計画    
 配慮が必要な生徒を支援するため 

の特別支援教育校内体制は、生徒指 

導主事と役割分担を明確にしながら、 

お互い補完し合うように組まれてい 

ます。 

 また、目標達成までの具体的な手 

立てが細かく計画されていました。何よりも、さまざま

な場面ですぐに特別支援と生徒指導の機能を生かし相談

し合える柔軟な体制が校内に確立されていることがすば

らしいと感じました。 

◆ 年間計画と「個別の指導計画」の作成 
 取り組むべき内容が、月毎に計画的に組まれることに

よって、１年間の見通しをもった支援が行われています。 

 個別の指導計画については、作成・活用・保管といっ

た流れが計画的にシステム化されており、大変参考にな

るものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★参加者からの感想（一部抜粋） 
・ 校内体制がしっかり組まれ、担任や担当者が情報や状

況を共有しながら、連携をとり進められていることを学

びました。学校体制の大切さを感じました。 

・ 特別支援教育年間計画と個別の指導計画作成の手順が

参考になりました。校内の指導の流れがすっきりとして

おり、分かりやすいことが、全教職員の足並みをそろえ

る上で大切だと思いました。 

一関市立本寺小学校 

一関中学校の効果的な取組から 
 ～連携の工夫をした校内体制の実際について～ 

  特別支援教育コーディネーター 佐々木安津子先生 

 

「個別の指導計画支援作成ソフト」を 

実際に操作しての演習講座 

 

これからの特別支援教育の充実に向けて 


